
○池田町体育振興補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、池田町体育振興補助金（以下「補助金」という。）の交付に関

し、池田町補助金等交付規則（平成２年規則第３４号。以下「規則」という。）に

定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

２ 池田町（以下「町」という。）は、町における子ども達の健全育成及びスポーツ

の振興に寄与するため、各種スポ－ツ大会において優秀な成績等を収めたこと等

により全道規模以上のスポーツ大会に出場する団体又は個人に対し、その出場に

要する経費の一部について、予算の範囲内で補助金を交付する。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において「出場選手」とは、町内の小中学校に在籍する児童生徒

であって、第４条に定める大会に出場する選手（その大会の開催要項等に基づき

補欠又は控えの選手として登録され、同行する者を含む。）をいう。 

２ この要綱において「引率」とは、出場選手に随行する監督、コーチ等をいう。 

 

（補助対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者（以下「補助対象者」という。）は、次の第１

号又は第２号に掲げる団体又は第３号に掲げる者とする。 

（１）町スポーツ少年団本部に加盟しているスポ－ツ少年団 

（２）前号に規定する団体に準ずる団体として教育委員会が特に認めた町内の団体 

（３）前２号に規定する団体に属さない町内の小中学校に在籍する児童生徒 

 

（補助対象大会） 

第４条 補助金の交付の対象とする大会（以下「補助対象大会」という。）は、次の

各号のいずれにも該当するものとする。 

（１）全道大会、全国大会、国際大会その他の全道以上の規模の大会であること。

この場合において、北北海道、道東等の北海道の一部区域のみを対象とする大

会であっても、次のいずれかに該当する大会は、全道大会又は全道以上の規模

の大会とみなす。 

ア 全国大会の予選として明確に位置付けられている大会 

イ 十勝大会における開催要項等により、あらかじめ、当該十勝大会における

成績上位者（チーム）について上位大会への出場が義務付けされている場合

における当該上位大会 

ウ 公認団体又はその支部団体が十勝区域以上の区域を１の単位として当該区

域から特に優秀な選手を選抜して編成したチームを参加対象として開催され

る大会で教育委員会が特に認めたもの 

（２）次のいずれかに該当する大会であること。 

ア 国又は都道府県若しくは都道府県教育委員会が、主催（共催を含む。以下



同じ。）し、又は後援するもの 

イ 財団法人日本体育協会又は同協会に加盟する団体（都道府県規模以上の単

位の団体に限る。以下「公認団体」という。）が主催し、又は主管するもの 

ウ 国際競技連盟（各スポーツ競技について国際的に統轄する当該スポーツの

団体をいう。）が主催し、又は主管するもの 

エ 前号ア、イ又はウに該当する大会であるもの 

（３）次のいずれかの要件に該当することにより、その大会に出場する権利を有す

るものであること（エの場合にあっては、標準以上の競技力を有していなけれ

ば出場することができない大会として教育委員会が特に認めたものに限る。）。 

ア 予選大会において優秀な成績を収めたこと。 

イ 予選大会の無い場合において、アに相当する優秀な成績若しくは記録を収

めたこと、又はこれらに相当する高い水準の資格等を有すること。 

ウ 全十勝、全道等の選抜チームの選手として、公認団体又はその支部団体等

から推薦され、又は選出されたこと。 

エ アからウまでに該当しない場合において、公認団体等から推薦若しくは招

待を受けたこと、又はその大会の開催要項等に定められた資格、標準記録等

を有すること。 

 

（補助対象経費の算定） 

第５条 補助対象経費は、補助対象者（出場選手及び引率に限る。以下同じ。）が補

助対象大会に出場するために必要な交通費、宿泊費及び参加料（交通費及び宿泊

費は十勝管外の市町村を会場として開催される大会に限る。）とし、その算定基準

は、次のとおりとする。 

（１）交通費は、出発地から大会開催地までの往復１回分に係る経費とし、その額

は、次に掲げるところによりそれぞれ算定した額のいずれか少ない額とする。 

ア 教育委員会が最も経済的かつ合理的と認める交通手段（原則として公共交

通機関（鉄道、路線バス、船、航空機等をいう。）に限る。）及び経路により

算定した額 

イ 補助対象者が現に利用する交通手段に係る費用の実費相当額。ただし、自

家用車借上げの場合にあっては出発地から大会開催地までの往復距離１キロ

メートル当たり３７円の定額で算定した額（出場選手及び引率の人数に応じ

て教育委員会が必要と認める台数分に限る。） 

（２）宿泊費は、開催地及び交通手段を考慮して教育委員会が必要と認める宿泊日

数分（車中泊及び船中泊に係る日数を除く。）に係る経費の実費とし、出場選手

及び引率１人につき１泊当たり９，８００円を上限とする。ただし、特別な事

情により又は当該旅行の性質上困難である場合には、教育委員会の定める旅費

を支給することができる。 

（３）参加料は、主催者等に支払う大会参加料又は負担金の実費とする。 

２ 前項の補助対象経費の算定に係る引率の人数は、次の表の左欄に掲げる出場選

手の人数に応じ、同表の右欄に定める人数を限度とする。 



出場選手６名以内 引率１名 

出場選手７名以上１５名以内 引率２名 

出場選手１６名以上 引率３名 

３ 前２項に定めるもののほか、補助対象経費の算定に関し必要な事項は、別に要

領で定める。 

 

（補助額） 

第６条 補助金の額（以下「補助額」という。）は、前条の規定により算定した補助

対象経費の額に、次の表の左欄に掲げる出場する大会の区分に応じ、同表の右欄

に定める割合を乗じて得た額とする。 

第４条第２号アからウまでに該当する大会 １００分の１００ 

第４条第２

号エに該当

する大会 

第４条第３号アからウまでの要件に該

当することにより出場する大会 

１００分の７０ 

第４条第３号エの要件に該当すること

により出場する大会 

１００分の５０ 

２ 国際大会に出場する場合における補助額は、前項の規定にかかわらず、開催国、

参加の態様等を考慮して教育委員会が必要と認める額とする。 

３ 学校、団体等から別に助成金を受けて補助対象大会に出場する場合における補

助額は、前２項の規定にかかわらず、これらの規定により算定した額から別に受

ける助成金の額を差し引いた額とする。 

４ 第１項の規定により算定した補助額（前項の場合に該当するときは、第１項及

び前項の規定により算定した補助額）に１００円未満の端数があるときは、これ

を切り捨てた額を補助額とする。 

 

（補助金の申請の手続等） 

第７条 補助金は、次の表の左欄に掲げる補助対象者の区分に応じ、同表の右欄に

定める者に対して交付するものとする。 

第３条第１号又は第２号に掲げる団体 その団体の代表者 

第３条第３号に掲げる者 その者の保護者 

２ 規則第６条に規定する交付申請書には、次に掲げる書類を添付するものとする。 

（１）収支予算書 

（２）補助対象大会の開催要項 

（３）前号の書類で第４条の規定に該当する大会であることを確認できない場合は、

それを確認できる書類 

（４）その他教育委員会が必要と認める書類 

３ 規則第１３条に規定する概算払いにより、補助対象大会に出場するための出発

日前に補助金の交付を受けようとする場合は、その出発日の３週間前までに、前

項の交付申請書その他の書類を提出するものとする。 

４ 規則第１０条に規定する実績報告書には、次に掲げる書類を添付するものとし、

補助対象大会の終了後３週間以内に提出するものとする。 

（１）収支決算書 



（２）収支決算書に係る領収書の写し 

（３）補助対象大会のプログラム等の写し等で選手の氏名の記載があるもの 

 

（補則） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に要領で定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２５年５月１日から施行し、平成２５年４月１日より適用する。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

  

附 則 

この要綱は、平成３０年５月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

 


